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　5月26、27日 水戸室内管弦楽団

（MCO）第117回定期演奏会 、現

代最高峰 、 ・

8度目 共演 。

演奏 〈 協

奏曲 第1番〉 、初共演 2017

年 第99回定期演奏会 取 上

作品 、以来深 信

頼 、一層充実

生 。

　初共演 小澤征爾 （第2代

水戸芸術館館長・MCO総監督）

指揮 、今回 指揮者

置 形 共演 。

MCO 世界的 活躍 個性豊

演奏家 集 室内

、奏者同士 音 直接対話

「室内楽」的 演奏 、

真価 。今回

加 、 〈亡 王女

〉、 〈弦

楽 〉 、指揮者 演奏

。

　MCO 創立以来、指揮者

演奏 活動 重要 柱

。今回 演奏会 、 歩

振 返 。

　MCO 117回 定期

演奏会 、指揮者 置 演

奏会 3分 1以上 占

。 最初 、1990年 第1回演

奏会 10日後 開 第2

回定期演奏会 。「協奏曲 夕

」 題 回 、安芸晶子

（ ）、工藤重典 （

）、宮本文昭 （ ）

楽団員 代

務 、4 協奏曲 披露

。 級 奏者 揃 MCO

実力 示 言

。

　MCO ・ 指揮

者 演奏 。収録曲 、

1993年 第16回定期演奏会 取

上 〈死 乙女〉

（ 編曲 弦楽合奏版）

〈 〉。 演奏

、吉田秀和 （初代水戸芸術

館館長・MCO総監督） 一

人一人 自発的 表現 評価 、「

類 際 演奏

、統一感 失 」 賛辞

送 。

　指揮者 演奏 MCO 本領

最大限 発揮 、2008年

第3回 公演 。参加予

定 小澤征爾 体調不良

急遽降板。渡欧直前 第72回定期

演奏会 広上淳一 代理 指揮

、海外 同行 指

揮者 見 。

中止 状況 、楽

団員 間 、「自分

」 力強 声 上 。

〈交響曲第4番〉。通常 指揮者

考 作品 、MCO

水戸 演奏会 最後 1日 指揮

者 演奏 、 渡欧後

練習 重 、 現地紙 「小澤

」（La Nazione） 称
演奏 反響 呼 。

　MCO 後 、小澤征爾

名指揮者

、指揮者

演奏 継続 取 組 。

協奏曲 、

2018年 第1番、

2022年 続 、今回

3度目 指揮者 共演

。指揮者 置 、 親密

緊迫感 織 MCO

稀有 、

期待 。
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水戸室内管弦楽団 第117回定期演奏会
指揮者なしで紡ぐアンサンブル 文：篠田大基

第3回ヨーロッパ公演（2008年6月）より
フィレンツェ・テアトロ・コムナーレにて

独奏：宗倫匡（ヴァイオリン）、今井信子（ヴィオラ）

月）より
©大窪道治

独奏：宗倫匡（ヴァイオリン）今井信子（ヴィオラ）
第2回定期演奏会（1990年4月18、19日）より

第109回定期演奏会（2022年5月18、19日）より ©大窪道治



「懐かしい」はどこから?
　 、昭和中期（1950～80年代

頃） 平成中期（1990～2000年代

頃） 流行 文化 場

所 、現在 10～30代前半

世代 中心

巻 起 、「昭和 」「平

成 」 呼 。

、黒電話（

） 置 純喫茶

眺 、

漬 乗 固

食 …… 場面 想像

。昔 思 出 「懐

」 思 方 思

、 待 。

「懐 」 気持 、

時代 実際 生 経験 人

、湧

。生

普及

世代 、先 純喫茶

「懐 」 感

、 。

ビタースイートな感情
　「懐 」 、「個人的 懐

」「歴史的 懐 」 2種類

分類 。前者 、自

体験 記憶 由来

、心理学 分野 多 研究

。後者 、社会的・文化的

知識 生 、心理

学 分野 、

戦略 社会学 分野 多 研

究 。「昭和 」

「歴史的 懐 」

、自身 生 前 時代

行 場所 懐 思

、 過去

“未体験 ” 憧

。実際 経験 人

「 」「今

」 思 過去 、現代

知識 文化（映画、音楽、写真 ）

通 眺 、理想的

映 。

　「懐 」 感情

、 気持

気持

入 混 複雑

、心理学 分野

「 」 表

現 。

、 実家

思 出 、

家族 見

笑 、叱 部

屋 閉 、天

井 妙 怖

…… 、

記憶 感情 呼 起

。同時 、

過去

寂 気持 。

。 、

「懐 」 感情 、

京都大学 研究 国際

的 行 調査研究 、人

「懐 」 関連性

示 、「懐

感 度合 高 人 、人

広 深 、親

友人 多 」 研究結果

報告 。

「懐かしさ」から読み解く3作品
　5月26日、27日 開催 水戸

室内管弦楽団（MCO）第117回定

期演奏会 3作品 、「懐 」

読 解

。

　 、 作曲 〈亡 王女

〉。本作 、

20世紀 突入 1899

年 作品 、作曲者本人

。20世紀 入 間際

3

「懐かしさ」から読み解く
水戸室内管弦楽団第117回定期演奏会 文：角増 柊

ベラスケス作『王女マルガリータ』
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作 、 中

「 Pavane」 、

16世紀 17世紀

宮廷 流行 舞踏

舞曲 名前 。 、自分

生 時代 300年以上前

流行 踊 音楽 想 馳

。「亡 王女

」 由来 諸説

、 絵画 黄金時代

17世紀 巨匠・ 描

『王女 』（ 美術

館所蔵）

説 。「懐 」 本作

読 解 、 時代

知識 文化 通 眺 、理想

的 古 宮廷 憧憬 、

「 」 器 通 鮮

描 出 作品

。MCO 、吉田秀和初代

館長 別 会 演奏 「懐

」 詰 作品 。

　続 、 作曲

〈弦楽 〉 。本人 「内面

的 衝動 作

曲 、真 芸術的

価値 失

感 」「

対 崇

敬、彼 様式 意識

的模倣 、

手本 近

幸 」 述

、

本作 込

、均整

形式美 古典

対 尊敬 念

。

「弦楽 」

古典

派 時代 隆盛 、

作品 有名 。

対 愛着

、本作 完成 1880年前後

、〈 〉（「

風」 意）〈管弦楽組曲〉

、古典派時代 時代 音

楽 対 作品 多 作

曲 。MCO 、記念

第１回定期演奏会（指揮：小

澤征爾） 締 演奏 、

想 出深 1曲 。

　 作曲〈 協奏曲 

第１番〉 、彼 “作曲家”

名 馳 前、

有名 2 4歳 頃

（1795年3月29日） 芸術家

協会 開催 、

自作自演 作

品 。彼 留学

、同 建物 住 侯

爵夫妻 出会 、 出会

邸宅 演奏会 招

、 間

社交界 有名 。

頃 毎年「慈善

」 企画 、 出演

者兼作曲者

選 。初 大

万雷 拍手 受 成功

体験 、彼 音楽家 地位

確固 、音楽家 独

立 果 足 。本

作 含 調（短

調 長調 変化 曲 含 ）

曲 、後 作曲 交響曲第５

番〈運命〉 弦楽四重奏曲第９番〈

 第3番〉

、 種 力強 熱狂 感 取

、

、彼自身 脳裏 〈 協奏曲 

第1番〉 成功 懐 記憶

カール・トラウゴット・リーデル作
ベートーヴェンの肖像(1801)

水戸室内管弦楽団第99回定期演奏会 ©大窪道治



焼 付 、続 作品

渦巻 “熱狂” 根源

―

　 ・ 氏

、本作 “十八番” 、

若 頃 様々 指揮者

共演 。 ・

指揮 管

弦楽団 共演（1985年） 、

・ 指揮 ・

管弦楽団 共演

（1992年） 音盤 残

、 、 氏

８歳 、

劇場 公開 果

際 演奏 曲 1 本作

。自身 演奏活動 「懐

」 詰 作品

。MCO 、

氏 初共演

果 2017年 第99回定期演奏

会 演奏 1曲 。 、

氏 小澤征爾名誉総監

督、 MCO 固 絆 象徴

作品 。

「懐かしさ」から得られるもの
　何 懐 気持 、「昔

良 」 嘆 後 向 感

情 。 、『万葉集』

収 小野老（ ）

有名 一首

あをによし　奈良の都は　咲く花の

にほふがごとく　今盛りなり

、遠 離 九州・太宰府 地

、奈良 都 華 懐

作品 。 、単 都 様

子 描写 嘆

思 。 見 都

風景 記憶 呼 起

、九州 厳 任務 乗 越

心 支 得 、

、 帰 距離

人 物 切 噛 締

…… 感情

見事 表現

。 、現代 受

継 名歌 思 。

　今回 第117回定期演奏会 、

皆様 「懐 」 味

佳 演奏会

。

5

水戸室内管弦楽団・
別府アルゲリッチ音楽祭共同制作
水戸室内管弦楽団
第117回定期演奏会
2026.5.26（火）27（水）
18:30開場 19:00開演
全席指定 S席￥19,000、A席￥16,500、
B席￥14,000　※予定枚数終了

■公演情報

●出演
マルタ・アルゲリッチ（ピアノ）

●曲目
ラヴェル：亡き王女のためのパヴァーヌ
チャイコフスキー：弦楽セレナード 作品48
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第１番 ハ長調 
　　　　　　 作品15

水戸室内管弦楽団第１回定期演奏会
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　片山杜秀館長 2年目

始 。2026年度

水戸芸術館 聴 、

水戸芸術館 数々

教育事業 用意

。今年度 注目公演 聴

、 紹介 。

専属楽団の公演など
　 水戸室内管弦楽団（MCO）

。5月 第117回定期演奏会（別

府 音楽祭 共同制

作） 8度目 共演

・ 、10月

第118回定期演奏会

・ 初

迎 。

十八番 一

〈 協奏曲第1番〉 聴 第

117回定期演奏会 、 完売御

礼。一方、第118回定期演奏会 、

〈 協奏曲〉 弾 振

予定 。実 、MCO 名

曲 取 上 今回 初

、 深

共演 待 気

。

　7月18日 川崎洋

介 中心 「  AT 

水戸」 第4回演奏会 開催。昨年多

客様 頂戴 「

〈 第1番〉 良

」 声 応 、今回

〈 第3番〉

。

　「新 同盟」 公演 現時

点 未定 、中心

庄司紗矢香

鈴木優人 共演

注目企画 2027年1月 計

画 。 企画 、鈴木

当館 継続中 「J.S.

音楽 」 特別編

位置 可能性 。

続報 期待 。

武満徹　没後30年
　今年 作曲家・武満徹（1930～

1996） 没後30年 。

記念 行 公演 、2026年

音楽部門 大 目玉企画

。

　中核 公演 、9月26日 開

催 「武満徹 肖像」 。「現代

作曲家 肖像」 、

、 、高橋悠治

20～21世紀 偉大 作曲家

独自 視点 紹介

、今回 満 持 武満徹 取

上 。

　 対 成 、10月4

日 「今昔雅楽集  四、秋庭歌一

具」 開催 。本企画 、武満徹

唯一 雅楽作品 、現代雅楽

古典 言 〈秋庭歌一具〉

伶楽舎 演奏 届

。

　片山杜秀館長 講座 新 企

画 。題 “片山館長

「 」 ”。初年度 武満徹

登壇 考

。武満徹 芸術

接 機会 、 貴重 、 印象

深 幸

。

国内外の一流アーティストによる
演奏会
　私 音楽部門 「今聴

」 願 国内外 一流

演奏会 目白押 。

　4月 終 ・

（ ）＆渡邊順

生（ ） 、10月12

日 宮田大（ 、無伴奏）、11

月8日 内田光子（ ）、11月

20日 ・ ・ （木管

五重奏 ） 招聘 。

大人気

、 発売日 今後 確

認 上、 早 予約

。

2026年度の音楽部門
企画ラインナップ ©大窪道治

©Justin Pumfrey©田澤純©Schott Music Co. Ltd., Tokyo



　12月15日 豊嶋泰嗣（

）＆ ・ （ ）

・ 開催 。豊

嶋泰嗣 言 、水戸芸術館開

館 1990年 「水戸 」

「ATM 」 専

属楽団 務 、小澤征爾

前館長 信頼 厚 、近年

MCO 一人

中核 担 存在 。 豊嶋

今年 40周年 迎

、韓国 代表

大家 ・ 氏 組

、 ・

（全3曲） 取 上 予定 。

ちょっとお昼にクラシック
　昼下 時間帯 、本格的

音楽 低料金 楽

「 昼

」 。今年度 、児玉麻里＆

児玉桃（ ・ ）、塚谷水無

子（ 鍵盤楽器）、中村

静香（ ） 3本 計画

。

未来を担う子どもたちのために
　水戸室内管弦楽団「子

音楽会」（水戸市内 全小学5年

生 対象）、中学生 音楽

鑑賞会（水戸市内 全中学1年生

対象）、幼児

見学会（水戸市内 保育施設 年

長 対象） 今年 実施 、

合計5,000人以上 子 、

生 音楽 届

（一般非公開）。

　8月 、〈子 芸術館〉 ・

2026 美術部門、演劇部門

合同 開催 。 水戸芸

術館 来 、工夫 凝

絵本 不思議 踊

音 来場者 取

囲 、楽 満載

。音楽部門 、浅井美

紀 「0歳

・ 」 、

使

新企画 考 。

　 、MCO 吹奏

楽等 、室住素子 講

師 務 「市民

講座」 継続 実施

。

＊＊＊

　茨城 若手演奏家 登竜門

「茨城 名手・名歌手 」、池辺

晋一郎氏 企画 「

・ ・ 」、広

場 盛大 開催 「水戸 街 響

！300人 《第九》」 、「茨城

演奏家 演奏会企画」、佐川

文庫 市内 文化施設 連携

企画 、本記事 紹介

催 。

　 今後 本誌 各公演

注目 。今年度 多

客様 、水戸芸術館 催事

盛 上 、

幸 存 。

芸術監督 関根哲也
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INFORMATION

私は、花粉症ではない。毎年春になると、目がかゆくなるけれど、花粉症ではない。薄い鼻水が垂れてくる
けれど、花粉症ではない。抗ヒスタミン薬を服用すると楽になるけれど、花粉症ではない。決して、花粉
症ではない。断じて、花粉症ではない……ハックション! （角）

2025年度「市民のためのオルガン講座」も無事に発表会を終えることができました。 受講生の皆さん
の個性や約半年間の努力と成長が伝わるコンサートとなりました。2026年度の募集も始まり、今年は
どのような受講生の皆様にお会いできるのか、今から楽しみです。（根）

最近、当館の広場でキジトラ猫をよく見かけます。猫も犬も大好きな私ですが、猫を見かけるとつい追い
かけてしまうため好かれず、実家の猫にも突然猫パンチをくらいます。どうすれば冷静でいられるので
しょうか…（笑）（春）

春になると、桜の下でコーヒーを片手にぼ～っとしたい気持ちになります。何かのついでではなく、そ
れを目的に外出したい程です。千波湖や笠間の芸術の森公園に行くことが多いですが、今年は新しい
ぼ～っとスポットを見つけたいなあ。（辺）

「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」、5月の放送を担当させていただきます。5月は水戸室内
管弦楽団の過去の定期演奏会の録音アーカイブから、指揮者なしによる名演の数々をご紹介します。
CD化されていない音源も多数かける予定です。どうぞお楽しみに! （篠）

春は蛙の季節。水辺でじっとして幸せそうなヒキガエルをよく見る。ある日、上空から突如巨大な翼の
鴉が急降下してきて、瞬く間に太った蛙を両足でつかみ飛び去った。息を呑む。そしてふと、草野心平の
「る」ばかりの詩が心の中で低く響いた。（て）

エントランスホール
◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート（入場無料／事前予約不要）
□5.3（日）13:00～13:45　龍田優美子 ★ゴールデンウィークスペシャル 
□5.17（日）12:00～12:30／13:30～14:00 箭内明日香
□6.13（土）11:00～11:30／12:30～13:00 田中エミ
□6.21（日）12:00～12:30／13:30～14:00 高田のぞみ

◆ゆうくんとマットさんのむかしばなし
「さんまいのおふだ」
5.2(土)～10(日)各日11:00
脚本・構成・演出：Ukm3
出演：ゆうくんとマットさん（大内真智・小林
祐介）、堀口理恵、木村隆之
料金：［全席指定］大人¥3,200、こども（18
才以下）¥1,000
※お得な親子チケットもあります。詳しくは当
館Webサイト（ACM劇場）をご確認ください。

ACM劇場
演劇・美術のイチオシ企画 !

◆第57回水戸市芸術祭 美術展覧会
第1期：6.2（火）～6.12（金）
第2期：6.17（水）～6.28（日） 
［休館日］月曜日
［開場時間］9:30～18:00（入場は
17:30まで）
［入場料］無料

現代美術ギャラリー

◆アルモニアRosa 5th Concert
 　5.10（日）15:00
　 料金［全席自由］一般¥2,000／大学生以下¥1,000

◆水戸室内管弦楽団 第117回定期演奏会　
　 5.26（火）、27（水）両日19:00
　 料金［全席指定］S席¥19,000／Ａ席¥16,500／Ｂ席¥14,000

◆箏、ピアノ、尺八、ギター
 ～カルテットで生み出す、未来へ繋がるコンサート～
　 6.28（日）15:00
　 料金［全席自由］一般¥4,500（前売り¥4,000）／
 学生¥2,500（前売り¥2,000）

コンサートホールATMほか
5月・6月の主な音楽イベント

※以下は4月1日現在の情報です。公演等に関する最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。

チケット・インフォメーション
《5.30（土）発売予定》
■0歳からのわくわくオルガン・コンサート 
 8.9（日）11:00

■ちょっとお昼にクラシック
　塚谷水無子（鍵盤楽器）
 9.12（土）13:30

■武満徹の肖像～武満徹 没後30年記念企画～
 9.26（土）時間未定

■今昔雅楽集 四、秋庭歌一具 ～武満徹 没後30年記念企画～
 10.4（日）時間未定

《6.27（土）発売予定》
■宮田大 チェロ・リサイタル
 10.12（月・祝）15:00

■水戸室内管弦楽団
 第118回定期演奏会
 10.23（金）19:00、24（土）15:00

Lucky FM 茨城放送
「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）

学芸員がおすすめの曲をご紹介して、ク
ラシックの魅力をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト https://lucky-ibaraki.com/

▼radiko（ラジコ）でもお聴きいただけます https://radiko.jp/

好評
放送中!

2027年度に開催する演奏会企画を募集いたします。
【対象】茨城県にゆかりのある演奏家や県内を中心に活動している演奏団体
【申込期間】5.6（水・振休）～6.5（金）［当日必着］
※詳しくは当館Webサイトをご確認ください。

茨城の演奏家による演奏会企画

予定枚数終了


